
             平成２６年度 研究推進計画  

                      廿日市市立玖島小学校   

１ 学校研究主題 

            考える力と表現する力の育成 

    ～国語科「書くこと」における単元を貫く言語活動の明確化を通して～ 

 

２ 研究主題設定の理由 

  本校は，平成２２年度より，児童の考える力と表現力の育成をめざして国語科の「読む

こと」の指導の在り方について研究を進めてきた。平成２３年度は，主体的な読みを促す

ための効果的な「思考の場（しかけ）」や「言語活動」について探ってきた。その結果，

教材文の全体の構成や要旨を捉えて読んだり考えたりする力が育ってきた。また，好きな

本を見つけたり，自ら様々な文章を読み考えようとしたりする意欲も育ってきた。しかし，

様々なテキストから必要な情報を選びとることや効果的に自分の考えを伝えることを苦

手とする実態があった。 

学習指導要領においては，当単元でつけたい「書く能力」を，４５分の授業に閉じたも

のではなく，子どもの実生活における作文や，各教科等での調べ学習等にも「生きてはた

らくより主体的な能力」として捉え，各学年の内容を「指導事項」と「言語活動例」で示

している。そして，ねらいを実現するために，単元の目標にふさわしい言語活動を適切に

選択し，単元（学習の過程）を貫いて位置づけることを通して，指導事項を指導すること

が求められている。具体的には，「書くこと」の指導においては，単元を貫く言語活動を授

業構想に明確に位置づけ，子どもが書きたいという思いや伝えたい目的に応じて表現した

りしていくといった，「書くこと」の指導過程の改革が求められている。 

そこで，国語科研究の５年次となる本年度は，「書くこと」における「単元を貫く言語活

動 」の位置づけと指導事項を明確にし，「目的を応じて書くこと」をさせることにより，

児童一人一人の考える力や表現する力を高めたいと考え，研究主題を設定した。  

 

３ 研究仮説 

  国語科の「書くこと」の指導過程において，単元を貫く言語活動を明確に位置づけ，目

的を持った「書く活動」をさせていけば，「目的に応じて書く力」が高まり，論理的に考

え，表現する力が育つであろう。  

 

４ 研究の視点 

 （１）単元を貫く言語活動と「書くこと」の指導事項を明らかにした単元構想づくり  

 （２）目的に応じた「書く活動」の指導の在り方 

 （３）他教科との関連 

 

５ めざす児童の姿 

  ○ 相手や目的に応じて表現しようとする子ども  

  ○ 粘り強く考え，根拠に基づいて自分の意見が表現できる子  

  ○ 進んで表現しお互いの「よさ」を見つけあう子ども 

  



６ 研究内容 

（１） 指導事項と言語活動例 

（２） 単元構想づくり（教科書研究） 

 （３）発問と評価言（佐伯中学校区共通） 

（４）身に付けた力を生かす場の設定 

 

７ 研究の方法 

 （１）理論研修 

 （２）授業研究   

 （３）模擬授業及び演習 

 （４）先進校視察や先行研究の研究 

 

８ 検証の方法と指標 

 （１）「書くこと」の学習に対する児童の意識調査         ８０％ 

 （２）基礎学力定着状況調査       通過率６０％以上の児童９０％ 

 （３）廿日市市市学力調査                 市平均以上 

 （４）授業における児童の発表の様子（教師の観察）       ８０％ 

 （５）児童のノート（自慢のノート例の交流）でよさを見つけることのできる児童 

                               １００％ 

 （６）書くことが苦手な児童の変容 ※抽出児を選び変容を交流する            

 

９ 研究計画         ※研究主題 副主題の用語の確認 

４  研究主題設定 理論研修   

 ５ 15(木) 事前研修（単元構想図作成のための演習等）  

 ６  授業研究 ６年 講師招聘 ※研究だより 

７  研究の中間まとめ レポート交流   

 ８  夏季研修    

（単元構想づくり 他教科との関連）   

指導案検討 １年，４年，５年  

講師招聘 

 ９  授業研究 １年  

１０  事前研修（模擬授業）    

１０  授業研究 ５年 講師招聘 ※研究だより 

１１  校内研修（公開研リーフレット） 模擬授業 

１２  指導案検討  研究の中間まとめ  

１ 22(木) 公開研究会 ４年 講師招聘 ※研究だより  

 ２  研究のまとめ  

※ 上記計画以外に，日常的に相互に授業を見合う機会を設定し，授業力の向上を図る。            

 

 



          学校教育目標 

可能性に挑戦し 感動する 自立する玖島っ子を育成する 

                      学校研究主題 

          考える力と表現する力の育成 

～国語科「書くこと」にける単元を貫く言語活動の明確化を通して～  

 

      学習指導要領「書くこと」の指導事項 

○書くための題材あつめに関する指導事項 

○文章構成の効果を考えて書くことの指導事項 

○目的や意図に応じて書くことの指導事項 

○図表やグラフを用いて書くことの指導事項 

○表現したものを推敲することの指導事項 

○書いたものに対して助言し合うことの指導事項 

 

 

  単元を貫く言語活動 
学習指導要領の内容（２）に示
された言語活動例など 

教材文 
教科書を教えるのでは
なく教科書で教えるス
タンス 

この言語活動ならこの
教材のここが生かせる。 
この教材ならこの言語
活動がぴったり。  

こ の 言 語 活 動
で は こ ん な 力
が身につくぞ  

  ・新聞読書  

・辞書引き名人  

・詩の暗唱   

《めざす子ども像》 

○粘り強く考え，根拠に基づいて自分の意見が表現できる子  

    ○進んで表現しお互いの「よさ」を見つけあう子ども 

    ○目的に応じて本を選ぶことができる子 

粘り強く考え，根拠に基づいて自分の意見が言える子ども 

   ○進んで話し合う子ども 

   ○本を読むことが好きな子ども 

《研究仮説》  国語科の「書くこと」の指導過程において，単元を貫く言語活動を

明確に位置づけ，目的を持った「書く活動」をさせていけば，「目的に応じて書く

力」が高まり，論理的に考え，表現する力が育つであろう。   

。  

 

・関連読書・読書日記  

・読書感想文（夏・冬）  

・玖島読書の日（毎月２３日） 

 

  ・壁新聞・読書紹介  

・意見文・解説文  

  ・科学研究・リーフレット  

 

 

これまでの成果  
・ 10の観点読みで自力読みがで
きてきた . 
・叙述に基づいた主体的な読み
ができてきた  
・好きな本を見つけたり，自ら
様々な文章を読み考えようとし
たりする意欲も育ってきた。  

研究構想図 

            

 

各教科・領域との関連  

 

有機的結びつき 

この力をつけ
るのにはこの
教材のここが
ぴったり  

読書活動の推進  ことばの教育  


